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世界中が注目する
　酸素の運び屋「銅」

協力：小寺　政人（こでら　まさひと）
同志社大学理工学部

機能分子・生命化学科　教授
1987 年，京都大学大学院工学研究科修了。工学博士。
ケンブリッジ大学，九州大学を経て，1993 年より現職。
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まわる、生みだす、
　超伝導の魔術師「ルテニウム」

77

協力：前野　悦輝（まえの　よしてる）
京都大学大学院理学研究科　教授

1984 年，米国カリフォルニア大学サンディエゴ校 物
理学科博士課程修了。Ph. D。スイス連邦IBMチューリッ
ヒ研究所客員研究員を経て，2006 年より現職。
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あの子とあの子をつなげる
　プロフェッショナル「ヨウ素」

がんを抑える薬として期待される
ディスコハブディン A

▲
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協力：北　泰行（きた　やすゆき）
立命館大学薬学部　教授

1972 年大阪大学大学院薬学研究科修了。薬学博士。
その後大阪大学での研究を続け，2008 年より現職。
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もっと、野菜でサイエンス！
http://www.831lab.com/

協力：日本サブウェイ株式会社

進化と栄養の森、
ブロッコリー

4 月 13 日（水）～ 6月下旬まで発売！
えび＆ブロッコリーのカルボナーラサンド　390 円
アボカド＆ブロッコリーのシーザーサンド　390 円
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おさかなサイエンス

魚に関するサイエンスはこちら！>> http://www.sakanalab.com/

大人の階段 ヒラメの目

カレイ目ヒラメ科ヒラメ属

学名　Paralichthys olivaceus

英名　Japanese Flounder

ヒラメ

協力：鈴廣かまぼこ株式会社

画像提供：東京海洋大学　応用生物工学講座　ゲノム科学研究室

　　　　る　　ぼの
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連載◆再生医療物語　第 4回
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はじめ

日本発！

再生
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ました

新しい

医療
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インターネットで農業革命！
株式会社クロスアビリティ　伊藤　哲さん

ヒトモノギジュツ
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漆黒の夜空にDNAの光を求めて
東レ株式会社　3D -Gene®
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ヒトモノギジュツ

微生物にあわせてつくる必需品

　微生物が増えるためには，温度，栄養分や水分

など，さまざまな条件が揃っている必要がありま

す。二酸化炭素，ブドウ糖などの炭素を含む化合

物（炭素源）もそのひとつ。炭素源は体の中に吸

収されると，からだの部品やエネルギーをつくる

ことに使われます。微生物によって，使える炭素

源の種類が異なる場合もあるので，研究者は微生

物にあった炭素源やミネラルなどを混ぜてエサと

なる「培地」をつくります。こうした液体や寒天

でつくられた培地が，微生物を調べるうえで，不

可欠な武器となっています。

エサは設計図から選ぶ

　微生物やウイルスの中には，植物に病気を引き

起こすものもいます。環境中からそれらをいち早

く見つけ出し，いかに植物を守るかが川西さんた

ちの研究テーマ。どの種類の病原菌がいるかを簡

単に判断できるようになれば，対抗手段が選びや

すくなります。そのために，決まった病原菌だけ

を見つけ出せる培地の開発を進めました。いろい

ろな条件を試すなかで，炭素源と，他の細菌の増

殖を抑える薬をうまく組み合わせることで選別で

きることがわかってきました。しかし，炭素源は

無数にあり，ひとつずつ試していたのでは何年も

かかってしまいます。

　研究を加速させたのは，生き物の設計図であ

る DNA の情報でした。今では，多くの微生物の

全 DNA 情報を，コンピュータで検索することが

できます。さらにその情報から目的の微生物にし

か利用できない炭素源まで知ることができるので

す。そこで，全DNA情報を利用してトマト，キャ

ベツ，イネなどに感染する病原菌に合った炭素源

をひとつずつ決定し，培地をつくりました。実験

をしてみると，みごとそれぞれの培地でねらっ

た病原菌のみが増えてきたのです。多くの微生物

がいる土壌から 1種類の微生物を選び出す技術，

「SMART 法」の誕生です。

研究成果を現場に活かす

　「この技術のおもしろさは，やっぱり最先端の

研究を農業の現場と結びつけられるところです

ね」。SMART 法をもとに開発したキットは，専門

知識や装置がなくても簡単に使える優れもの。農

家の人や家庭園芸家でも，自分で病原菌が見つけ

られるのです。大学の研究が農業を活性化する。

そんな日がやがてやってくることでしょう。

（文・高橋 宏之）

ねらった微生物を一本釣り
東京大学植物医科学研究室が開発した SMART 法

▲
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Ah‒HA！カフェ

取材協力：早稲田大学基幹理工学部　准教授　前原 文明 さん
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2020

ポケットにサイエンス

……

キミはなぜ大学に行く！？～知識は未来への投資～

book 
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自動車は、まだまだ進化する
堀内 伸一郎　日本大学　理工学部　機械工学科　教授

研究者に会いに行こう
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研究者に会いに行こう

　

　

　

地球温暖化問題の解決される未来へ
山中 康裕　北海道大学   大学院地球環境科学研究院  教授
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ミクロな機械「タンパク質」でつくる社会
金谷 茂則　大阪大学大学院　工学研究科　教授
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高校生のみんなに聞いてみました。

テーマ「記憶に残るおもしろかった、楽しかった科学実験を教えてください」
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たい肥研究で一石二鳥！
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宇宙教育プロジェクト®活動報告

宇宙に行ったひのきとりんご
「宇宙種授与記念フォーラム」開催
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生き物図鑑　from　ラボ
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第 16 回
げっ歯類
ハダカデバネズミ
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